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~4つの「あい」でつながる、みんなの地域~ 
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平成20年3月
社会福祉法人大淀町社会福祉協議会



は じめ に

このたび、 策定されました大淀町地域福祉活動計画 「おおよ

どアクションプラン」は、住民誰もがぃきぃき豊かに、安心し

て住み慣れた地域で生活を送ることができることを目標にして

福祉のまちづくりの実現に向けて進めてまいりました。 

社会福祉のあり方は行政による措置から、利用者の選択に基づく 「契約」 を基礎と
した新しいシステムへと大きく変化しております。

このような変革の中で大淀町社会福祉協議会は、 平成12年6月に施行された社会福

祉法において、地域福祉の推進を図ることを目的とする団体として、改めて位置づけ

られました。
本計画は、「大淀町地域福祉計画」と連動しながら、6年間の住民活動を主体とし

着実に実施されるように目標設定をいたしました。

福祉のまちづくりを推進するためには、大淀町社会福祉協議会はもとより、関係機
関・団体、企業、ボランティア団体と何よりも住民の管様との協働が必要となってき

ます。 今後も一層皆様のご理解ご協力をお願い申し上げます。 

大淀町社会福祉協議会
会長森下 征夫



地域福祉活動計画とは
地域福祉活動計画は、大定町が策定した地域福祉計画と連携協同し、地域住民及び福祉.保健

等の関係団体や事業者が、地域福祉推進に主体的に関わるための具体的な活動の計画です。つま
り、地域住民やボランティア、当事者などが主体的に参加し、地域社会を基盤にして進めていく地
域福祉を、どのように推進していくのかをまとめたものです。 

地域福祉活動計画はなぜ必要なのか
全国的に少子高齢化が急速に進んでいる中、 家庭や地域社会の中での人間関係も大きく様変わ

りしてし、ます。核家族化が進み、家族の絆が弱体化し、社会では情報化、都市化等により、住民
の助け合い、 支え合し、という社会的つながりが希薄化してきてし、ます。
こうした社会状況の中で、 行政の役割はもとより、 地域住民があ互いに助け会う関係を築いて

行くことが求められています。
地域福祉は全ての住民が地域社会を構成する一員として、社会、経済、文化などあらゆる機会

に参加できるようにしていくことが目標です。 その地域福祉を推進していくためには行政の役割
が重要になりますが、 行政だけでできるわけではありません。 住民が主体的に参加して、 地域福
祉を創り上げることが必要です。 そこで大定町の地域福祉を高めていくためには、 行政の策定す
る地域福祉計画と両輪をなす地域福祉活動計画の策定が必要になります。 

大i定町社会福祉協議会

住民、当事者組織、団体、ボランティア
活動などの推進に関する計画

社会福祉を目的とする事業を
経営するもの

第3次総合計画
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大定町社会福祉協議会(以下「社協」という。)は、大定町町民の方や、民生児重委員会、自
治体、福祉関係団体、福祉事業者など幅広い地域福祉関係者を構成委員として、地域福祉推進の
ため樣々 な福祉活動やボランティア活動の支援等福祉のまちづくりを推進してきました。
このような実績を踏まえて、これからの地域福祉のあり方を住民の自主的活動に焦点をおき、大
定町という地域に住む住民の方が地域に住み続けるための在り方を住民の方といっしょに考え、具

、 、方 ;t o 高 、 ? 一 、 一 ~ 合 又、= 一、 人体的?也域福祉活動を実践するための活動計画策疋の経過をし紹-jlします。
l : 

各大字の世帯数増減・人口密度等のデータの分析
・◆ 

類型の特性からみえてくる課題の整理

号 

6か所で地域の現状や課題についての話し合い

l , ,  

地域のくらしについて、聞き取り調査

1  

階層別・類型別にクロス集計で課題を抽出

手 
第2回住民懇談会の開催

生活実態調査の報告と感想や気づきを意見交換
・◆  

活動計画骨子案の作成
計画目標と取組内容の検討
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l 5類型によって分類した地域の特徴は、 産業の構造や道路開発や鉄道開発、 交通アクセス、 住宅
の開発などの歴史的一経済社会的条件によって生み出されており、隣接している大字でも生活課題
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や環境に大きな違いがあると予測できます。
第l類型;人口密度が高く世帯数が減少してし、る商店街およびその周辺の地域。 
第2類型:人口密度が中位で世帯数が減少

しているl日街道沿いの住宅地域
第3類型:人口密度が中位で世帯数が横ば

いもしくは増加している新l日混
在の住宅地

第4類型:人口密度が高く、世帯数が増加
している二ユータウンの地域

第5類型:人口密度が低く世帯数が横ばい
もしくは減少している農村を中

、 心とした地域一 一 地域類型型地図(大定町a 一一  

大字別の特徴と傾向を数字で分析し、類型化しました。 

出し合いました!みんなの声

・医療体制が充実にしていない
、、 _ _  

・憩いの場のある地域
・安全安心な地域
・地域活動の活発な地域
環境が整った地域

開 登証 i毒基1通  
・環境を守る美化活動
・地域の高齢者への気配り
交流の場をつくる
子供たちの見守り

/
 

500世帯からくらしの課題についてお話を伺いました

、 この調査では、二)類型ごと立特徴や生活課題と町全体での共通的課題を明らかにするために調査項
目として、①くりしを成り1たせている基盤である屋用・労働条件、②近所づきあい程度相談する
相手、地域活動への参加状況、③医療や福祉の機関や施設の整備利用状況などを設定して、住民の

、 方に地域でのくらしの実態をお聞きしました。なお、詳細は「大定町民のくらしと地域福祉に関する実態調査報告書」(別冊)を発行しております。お問い合わせ下さい。 
'福祉のまちづくりをすすめる条件

E,二, 

1 6か所計l81名の住民の方が参加いただきました。民生・児重委員の方々には、グループの進行役
l として携わっていただき地域についての熱い思し、を語っていし、ただいたり、 課題を出し合い、 策定
,計画に反映させました。 
l 国 l i - ',、'一到
l e . S ・

1 .; 、m一、一ー一白然環境力いい
、、 ・自治会の活動が活発

、 ・地域を愛する心が深い
・近所づきあし、が良い、、、、 理'it l;不 通

、 'e齢者の生活力、,、11配
近くに働く場所が少ない
人間関係の希薄化

0 

この表では、 「住民相互の日常的な対話交
流を広げる」が4割と最も高く、住民が自らす
すめる活動について高い割合になっています
一方、「福祉にかかわる職員と学習できる機
会をつくる」など社協の役割となるものや「身
近な地域にいっでも利用できる施設を整備す
る」といった、自治体が担う役割についても割
合が高く、まちづくりをすすめるためには、住
民・社協・行政がお互い連携を深めていく必要
があるようです。 

③一  



活動計画の目標設定を行いました。 

【類型別にみた地域の課題】
第1類型
①地域の商工業、商店街の活性化
②くらしや福祉のことで気軽に相談できる窓口の
設置

③孤立しがちな高齢者世帯への支援
④安心して行き来できる歩道の整備や段差の解消

第2類型
①狭い歩道や交通事故、騒音など道路や交通事
情の改善

②子どもの遊び場や公園の整備
③行政と住民が生活問題を話し合う場の確保
④ひとり暮らしの高齢者への支援体制づくり
⑤福祉活動の拠点とするために、いつでも利用
できる場所の整備

第3類型
①安定した収入のための就労の場の確保
②若い人と高齢者の世代間交流のイ足進
③地域活動や地域団体を支える人材の育成
④高齢者や障害のある方が安心して利用できる道
路、交通機関の整備

⑤福祉や医療サービスの利用支援

第4類型
①子育てに不安を抱えている世帯への支援
②行政施策や地域の福祉、医療などの情報提供
の充実

③自治会や地域活動への参加促進
④地域での防犯、防災への取り組みの推進

第5類型
①福祉関係職員と住民との学習会の場の確保
②ごみの処理、不法投棄など住民マナーの向上
③地元の伝統産業や農業の振興
④高齢者世帯への見守りや福祉サービスの充実

- 0  

【大淀町の共通課題

くらし・健康を支える 

行  
公共的な生活手段やくら 
しの基盤に関わるもの 
・行政施策の情報提供 

政  
・安全な道路整備 
・活動の拠点整備 

くらしを支える条件に関 
わるもの 

社  ・地域の課題やニーズを 
把握する取り組み 
・地域団体への支援 

協  ・地域福祉活動を担う人 
材の育成 
・福祉活動に関わるPR 
や広報活動 

くらしを支える条件に関 

住  わるもの 
・地域活動への積極的な 
参加 

民  ・美化など住民マナーの 
向上 
・ あいさつや助け合いの 
声かけ 

人づ
く
り・ 
地
域づ
く
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計画の目標 ・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・...・・・

ao地動1・ 
お互いに支え合う人づくり、地域づくり、つながりづくりを目指して~ ・'・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ 

活動計画では、「人づくり・地域づくり-つながりづくり」を重点テーマとして、各大字ごとの地
域性の違し、を認め合し、、住民相互が積極的にふれあい、心のつながりがもてるように、rふれあい. 
わかりあい・たすけあい・ささえあし、」といった人と人、人と地域を結ぶこれらのrあい」を地
域福祉活動の大切な要素として捉え、広げていきながら、だれもが安心して暮らせるr福祉のま
ちづくり」をめざします。 

計画の期間 本計画の期間は、平成20年から平成25年までの
6年間の計画とし4年目に見直しを行います。 

-  -;.-目標実現のための働き、.、ーーーー二_=?;:二二
地域福祉活動推進するための役割や機能をあらわしました二一__- -- 

・災害時の避
難や災害時に、
地域で住民同士
がたすけあえ、連
携がとれる仕組みをつ
くっていきます。 

社協機能の
売実

・地域福祉課題や福祉にっし、て、
意見を出し合ったり学ぶ

ことで、地域全体に
共感の輪を広げ

合う
いきます。 

てし、きます。 

・地域に暮ら
す住民同士が

生活課題を解決
するために、支え
仕組みをつくって

⑤
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要進動画国
社協が計画に基づく事業を、I期(H20~21年)、II期(H22年~23年)、III期(H24年~25年) 

に分けて取り組んでいきます。 

大淀町社会福祉協議会が実施する事業   新規事業  開始時期 実施事業  取 組 内 容  
小地域サロンの開催と  ・モデル地域の選定と集う場所の確保  0  I期 

ふれあい  

運営支援  ・サロンの内容を企画  

地区社協の設立支援  ・地区社協構成メンバーの検討  0  Ill期 ・活動の担し、手の育成と活動の企画  
活動  高齢者とこどもたちの  ・グラウンドグルフ(3世代)の開催  0  II期 世代間交流  ・伝承遊び・  

障害のある方の居場所  ・気軽に立ち寄れる場所・環境の検討  0  II期 づくり  ・既存の施設等との交流及び周知活動  

わかりあい  

住民座談会の開催  ・座談会のテーマ設定  0  I期 ・地域住民の課題やニーズ把握  
小地域ふくし講座の  ・講座内容の検討及び講師等の調整  0  I期 活動  開催  ・チラシや社協だよりによる参加よびかけ  
社協ホームページの  ・各種サービス情報の提供  0  I期 開設  ・事業報告書等の文書一資料の公開  
災害時住民たすけあい  ・地域の状況把握  0  I期 

たすけあい  
マップの作成  ・マップ作成と平常時からの対策  
災害ボランティア ・養成講座の開設  0  I期 活動  コーディネーターの養成  ・災害ボランティアセンターの検討  
共同募金運動への  ・共同募金運動の実施  

継続 協力一推進  ・歳末たすけあい事業の実施  

ふれあい配食サービス ・配食希望者の募集  継続 ・食生活改善のための検討とアンケート 
ボランティアセンター ・ボランティアを希望する個人・団体の情報管理  0  II期 

ささえあい  の設置  ・ボランティア受け入れ可能団体・施設の新規開拓  
活動  言方問見守り活動  ・見守り活動ネットワーク会議の開催  0  m期 

・協力機関の調整  

地域福祉権利擁護事業  ・社協相談窓口等を通じた事業P Rの促進  継続 ・各種関係機関との連携イ足進  

社協の機能  

組織体制の強化  ・地域福祉係の強化   
・経営戦略会議及びセクション会議の開催   

専門性の向上  ・研修体制の確立   
の充実  ・外部研修への積極的な参加の促進   

財政基盤の強化  ・自主財源の確保と効果的活用 .   
・補助金の確保   

社会福祉法人大淀町社会福祉協議会
〒638-0821 奈良県吉野部大淀町下渕l223番地
TEL0747-53-0589/FAX0747-54-2888 


